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1. はじめに 
これまで継続的に蓄積されてきた社会基盤施設は

経年劣化に伴いトンネル事故やコンクリート劣化に

代表されるように、鋼橋構造物の老朽化が急速に進

行してきている。現在においても設計時に想定され

た年数を超えて供用されるものが多く、今後この傾

向はさらに顕著となると考えられる。 
今ある構造物をより長く生かすためにも、今後維

持管理業務の重要性はさらに高まる。そして、構造

物の現状を迅速に把握できる目視検査が果たす役割

も必然的に大きくなる。 

しかし、この検査は熟練した検査員の専門的知識

や経験に大きく依存している。つまり、熟練した目

と知恵が必要になってくる。また、このような専門

的知識や経験を他の検査員に継承・伝達することは

きわめて難しく、検査員のスキル向上には多くの時

間と労力を要する。このため、ベテランの検査者が

不足している。 
さらに、データ管理体制が整っていないというこ

ともあり検査履歴の蓄積がない。仮にデータ管理を

しっかり行なっていたとしても、そのデータを個々

で管理するには、多大なコストと手間がかかり、セ

キュリティー的にも不安定となる。 
こうした維持管理業務の現状を踏まえ、目視検査

支援システムの開発を行った。以下にその概要を示

す。 
 
2. 橋梁目視検査支援システムの特徴と概要 
2.1 システムの特徴 

本システムは、目視検査の効率化を目指し、熟練

した検査員の専門的知識・経験を補充し、意思決定

に対していくつかの代替案を提示することにより支

援を行なうシステムとなっている。 
また、データ管理の面では iDC（ Internet Date 

Center）を利用した開発も進めている。これを利用
することによりデータ管理に対する負担を軽減し、

セキュリティー的にもより安全性を確保するものと

する。図-1にその概要を示す。 
さらに、検査員や事業者の拠り所となる維持管理

情報については、ASP（Application Service Provider）
的な体系をとることにより、維持管理に実績のある

専門家の技術情報や手法といった「知恵」を共有す

ることを可能とし、遠隔にいながら常に新しく幅広

い情報を得ることができる仕組みを開発している。 

図-1 iDC を利用したデータベースネットワーク 

 

また、クライアント（検査者）側の端末としては

安全確保・負担軽減・処理の高速化、さらに情報の

一元管の実現を念頭に開発を行った。 
 
2.2 システムの構成 

ここでは、クライアント／サーバ形式を採用し,
サーバ側ではデータベース連携による Web アプリ
ケーションの構築を行なった。また、サーバ側の開

発環境に ASP（Active Server Page）を採用し、ク
ライアント側のブラウザに Internet Explorerを採用
ムを構築した。図-2にそのシステム構成を示す。 

 

 

図-2 システム構成 
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2.3 システムの機能 

本システムの機能は検査で必要な情報を遠隔から

得、さらに結果を現場と専門家とでデータのやりと

りをするシステムである他、次のような機能をもつ。 

(1) 入力から報告書作成までの一連処理 

現場で登録したデータをそのまま活かし、報告書

形式として出力すると伴に登録を可能とした。 
(2) 検査や技術情報の電子化と画像化 

現場においては限られた時間とスペースの中で作

業を行なわなくてはならない。従ってキーボード入

力は困難であり、作業の効率化を図る手法として、

画像上での入出力を可能とした。画像以外に、まだ

成果は出ていないが音声による登録についても研究

を進めている。 

図-3 画像を利用した検査と技術情報 

 

(3) 検査・工事履歴の参照 
さらに、過去の検査や工事履歴情報を電子化する

ことにより過去の履歴を簡単に参照することが可能

となった。ここでは劣化に関する進行状況も把握す

ることが可能になる。 

 

3. 実証試験の概要 

ここで開発したシステムの現場運用性を把握する

ため実証試験を行った。図-4に実証試験で用いたシ
ステムの体系を示す。 
これまで橋梁の検査支援システムとして提案され

ているものは、PCベースで、実際に検査員が現場で
使用するにはいくつか問題点が存在する。最も大き

な問題は PC を携帯・使用する際、検査員の安全が

損なわれることである。そこで本開発では、検査員

端末に小型・軽量の PDA（携帯情報端末）を用い、
現場での検査員の行動をより自由なものとした。さ

らに P2P(Peer-to-Peer)ネットワークで PCと接続する
ことで PC のリソースを有効に使い、高機能なシス
テムの構築を可能にした。この結果、次のことが分

った。 
(1) システムに対する負担が軽減され、狭い空間へ
の移動、持ち運び時にシステムに気を取られるこ

となく作業が行えた。 
(2) データ転送速度はデータ転送距離やデータ量に
もよるが 100Ｍ程度であれば PCとほとんど変わら

ないことが確認出来た。但し、鉄桁の中に入いる

と通常よりも転送距離が短くなることも分った。

よって、ノート PCは現場から近距離の車中に置く

のが適していると考えた。 
(3) PDAは軽量のため、片手で持つことが出来るが、
その反面落としやすいので首からぶら下げる等考

慮が必要であった。また、画面が小さいため画面

からはみ出してしまう画像等には拡大・縮小機能

をもたせるなどの改良が必要であることが分った。 

図-4 無線 LAN による P2P（Peer to Peer）接続 
 

図-5 現場におけるプロトタイプ実証実験風景 

 
4. 結論 

維持管理業務の重要性に応じ必然的に目視検査の

重要性が高まってきた。しかし、構造物管理者側で

はこのような人材を固定的に確保することが難しく

なりつつもある。本開発では、この現状を十分把握

し、進めたものである。 
(1) 検査員を支援すべく、熟練検査員の知識と経

験・過去の検査履歴を現場に持ち込むことが可能

なシステム構築に取り組んだ。 
(2) 検査の効率化・データの分かりやすさを目指し、

データの電子化・画像化を行った。 
(3) 現場での実証試験を行い、使いやすさや問題点

を把握した。 

(4) データ管理では、事業者個々の負担を軽減し、

セキュリティー面でも体制の整っている iDC を利
用することを提案した。 

 
参考文献 
 1) 水野、阿部雅人、藤野、阿部允：情報技術（IT）

援用による橋梁目視検査支援システムの構築

土木情報システム論文集, Vol.9, pp.11-18, 2000. 
 2) 水野：橋梁維持管理における目視検査支援シス

テムの構築，東京大学修士論文，2000.3. 

PDA
ノートPC

無線LANカード（CFカード）

現場近傍に設置
検査員の現場携帯用

無線LANカード（PCカード）

土木学会第57回年次学術講演会（平成14年9月）

-488-

I-244


